
東
日
本
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災
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故
者

東
日
本
大
震
災
物
故
者  
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回
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追
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供
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追
悼
供
養

１１５号１１５号



東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
萬
燈
供
養
法
要

東
日
本
大
震
災
物
故
者
慰
霊
萬
燈
供
養
法
要

三
月
十
日
　
於
　
釜
石
市

三
月
十
日
　
於
　
釜
石
市    

常
楽
寺

常
楽
寺

・
差
定

・
差
定

殿
鐘
三
会

殿
鐘
三
会

七
下
鐘
導
師
上
殿

七
下
鐘
導
師
上
殿

般
若
心
経

般
若
心
経

仏
陀
神
呪
　
配
塔
婆

仏
陀
神
呪
　
配
塔
婆  

収
塔
婆

収
塔
婆

太
鼓
連
打

太
鼓
連
打

舎
利
礼
文
三
辺

舎
利
礼
文
三
辺

拈
香
法
語

拈
香
法
語

献
茶
湯

献
茶
湯

観
音
経
行
道
　
円
匝
二
匝

観
音
経
行
道
　
円
匝
二
匝

回
向
回
向

四
師
退
堂

四
師
退
堂

散
堂
散
堂



・
法
炬
に
て
塔
婆
を
焚
く

・
法
炬
に
て
塔
婆
を
焚
く

 曹洞宗岩手県宗務所　宗務所長 曹洞宗岩手県宗務所　宗務所長

あの日から十二年あの日から十二年

 常楽寺　住職 常楽寺　住職

  藤原 育夫老師藤原 育夫老師

東日本大震災物故者十三回忌　東日本大震災物故者十三回忌　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
嘗
て
経
験
の
無
い
未
曾
有
の
大
震
災

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
嘗
て
経
験
の
無
い
未
曾
有
の
大
震
災

か
ら
十
二
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
世
界
各
国
、
日
本
国
内
の
多
く

か
ら
十
二
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
世
界
各
国
、
日
本
国
内
の
多
く

の
皆
様
の
物
心
両
面
に
渉
る
支
え
に
仍
っ
て
私
た
ち
は
生
か
さ
れ
ま
し

の
皆
様
の
物
心
両
面
に
渉
る
支
え
に
仍
っ
て
私
た
ち
は
生
か
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
、
某
の
お
寺
も
被
災
に
合
い
、
本
堂
、
庫
裡
等
全
て
の
伽
藍

た
。
当
時
、
某
の
お
寺
も
被
災
に
合
い
、
本
堂
、
庫
裡
等
全
て
の
伽
藍

が
壊
滅
し
途
方
に
暮
れ
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
住

が
壊
滅
し
途
方
に
暮
れ
る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
住

民
が
被
災
し
、
多
数
の
死
亡
者
、
行
方
不
明
者
を
捜
索
す
る
日
々
を
目

民
が
被
災
し
、
多
数
の
死
亡
者
、
行
方
不
明
者
を
捜
索
す
る
日
々
を
目

の
当
た
り
に
し
、
被
災
し
た
多
く
の
住
民
と
ど
の
よ
う
に
歩
み
を
進
め

の
当
た
り
に
し
、
被
災
し
た
多
く
の
住
民
と
ど
の
よ
う
に
歩
み
を
進
め

れ
ば
い
い
か
思
案
に
く
れ
ま
し
た
。

れ
ば
い
い
か
思
案
に
く
れ
ま
し
た
。

毎
日
県
内
外
で
多
く
の
犠
牲
者
が
荼
毘
に
臥
さ
れ
、
身
元
の
判
明
し

毎
日
県
内
外
で
多
く
の
犠
牲
者
が
荼
毘
に
臥
さ
れ
、
身
元
の
判
明
し

た
ご
家
族
の
下
に
返
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
災
し
た
遺
族
は
体
育

た
ご
家
族
の
下
に
返
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
災
し
た
遺
族
は
体
育

館
や
避
難
所
に
て
生
活
を
し
て
い
る
た
め
、
他
の
被
災
し
た
住
民
に
気

館
や
避
難
所
に
て
生
活
を
し
て
い
る
た
め
、
他
の
被
災
し
た
住
民
に
気

を
遣
い
な
が
ら
お
骨
を
抱
い
て
寝
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
垣
間

を
遣
い
な
が
ら
お
骨
を
抱
い
て
寝
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
垣
間

見
た
時
、
と
に
か
く
こ
の
津
波
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の
お
勤
め
を
し

見
た
時
、
と
に
か
く
こ
の
津
波
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々
の
お
勤
め
を
し

な
け
れ
ば
と
思
い
、
一
カ
月
後
に
被
災
を
免
れ
た
葬
祭
場
に
て
埋
骨
供

な
け
れ
ば
と
思
い
、
一
カ
月
後
に
被
災
を
免
れ
た
葬
祭
場
に
て
埋
骨
供

養
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
格
的
に
葬
儀
を
執
り
行
っ
た
の
は
四

養
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本
格
的
に
葬
儀
を
執
り
行
っ
た
の
は
四

月
下
旬
か
ら
で
し
た
。

月
下
旬
か
ら
で
し
た
。

当
時
を
振
り
返
り
、
家
族
を
亡
く
し
た
多
く
の
ご
遺
族
の
皆
様
に
は

当
時
を
振
り
返
り
、
家
族
を
亡
く
し
た
多
く
の
ご
遺
族
の
皆
様
に
は

大
変
き
つ
い
言
い
方
を
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
「
生
き
る
と

大
変
き
つ
い
言
い
方
を
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
「
生
き
る
と

い
う
事
を
誓
っ
て
下
さ
い
。」
と
説
か
せ
て
い
た
だ
い
た
事
で
す
。
心
身

い
う
事
を
誓
っ
て
下
さ
い
。」
と
説
か
せ
て
い
た
だ
い
た
事
で
す
。
心
身

と
も
に
疲
弊
し
た
皆
様
に
は
辛
い
言
葉
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

と
も
に
疲
弊
し
た
皆
様
に
は
辛
い
言
葉
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
私
た
ち
被
災
者
は
多
く
の
救
援
物
資
や
見
舞
金
な
ど
頂
き
、
皆

な
が
ら
私
た
ち
被
災
者
は
多
く
の
救
援
物
資
や
見
舞
金
な
ど
頂
き
、
皆

様
に
生
か
さ
れ
て
今
日
が
あ
る
わ
け
で
す
。
我
々
が
生
き
て
い
る
姿
を

様
に
生
か
さ
れ
て
今
日
が
あ
る
わ
け
で
す
。
我
々
が
生
き
て
い
る
姿
を

皆
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
恩
返
し
で
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

皆
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
こ
そ
が
恩
返
し
で
あ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
の
後
、
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
仮
設
住
宅
か
ら
復
興
住
宅
に
住

そ
の
後
、
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
仮
設
住
宅
か
ら
復
興
住
宅
に
住

居
を
移
し
た
住
民
、
自
宅
再
建
を
果
た
し
た
住
民
な
ど
、
少
し
づ
つ
で

居
を
移
し
た
住
民
、
自
宅
再
建
を
果
た
し
た
住
民
な
ど
、
少
し
づ
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
震
災
以
前
の
よ
う
な
生
活
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

は
あ
り
ま
す
が
震
災
以
前
の
よ
う
な
生
活
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
仕
事
の
関
係
や
震
災
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
で
引
っ
越
し

の
一
方
で
、
仕
事
の
関
係
や
震
災
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
で
引
っ
越
し

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
住
民
も
多
数
お
り
ま
し
た
。

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
住
民
も
多
数
お
り
ま
し
た
。

今
般
の
十
三
回
忌
の
法
要
に
あ
た
っ
て
、
海
野
岩
曹
青
会
長
の
下
、

今
般
の
十
三
回
忌
の
法
要
に
あ
た
っ
て
、
海
野
岩
曹
青
会
長
の
下
、

青
年
会
宗
師
の
御
法
愛
を
以
て
、
萬
燈
会
を
厳
修
い
た
だ
き
、
多
く
の

青
年
会
宗
師
の
御
法
愛
を
以
て
、
萬
燈
会
を
厳
修
い
た
だ
き
、
多
く
の

住
民
か
ら
安
ら
ぎ
を
得
た
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
正
に
僧
侶

住
民
か
ら
安
ら
ぎ
を
得
た
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
正
に
僧
侶

と
し
て
何
が
出
来
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
十
二
年

と
し
て
何
が
出
来
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
十
二
年

だ
と
思
い
ま
す
。

だ
と
思
い
ま
す
。

今
次
、
服
部
宗
務
総
長
の
施
政
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
「
人
々
の
声
に
心

今
次
、
服
部
宗
務
総
長
の
施
政
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
「
人
々
の
声
に
心

耳
を
澄
ま
し
、
社
会
と
共
に
歩
む
」
と
唱
え
て
お
り
ま
す
。
正
に
多
く

耳
を
澄
ま
し
、
社
会
と
共
に
歩
む
」
と
唱
え
て
お
り
ま
す
。
正
に
多
く

の
苦
し
み
を
自
分
の
悲
し
み
と
捉
え
、
菩
薩
行
の
実
践
に
務
め
る
。
そ

の
苦
し
み
を
自
分
の
悲
し
み
と
捉
え
、
菩
薩
行
の
実
践
に
務
め
る
。
そ

し
て
何
よ
り
心
の
耳
を
澄
ま
し
て
寄
り
添
う
。
そ
れ
が
思
い
や
り
の
原

し
て
何
よ
り
心
の
耳
を
澄
ま
し
て
寄
り
添
う
。
そ
れ
が
思
い
や
り
の
原

点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
私
共
僧
侶
一
同
、
僧
侶
と
し
て
研
鑽
を
欠
か
さ
ず
、
智
慧
と

最
後
に
私
共
僧
侶
一
同
、
僧
侶
と
し
て
研
鑽
を
欠
か
さ
ず
、
智
慧
と

慈
悲
を
育
み
、
一
佛
両
祖
の
「
み
教
え
」
を
実
践
し
、
共
に
社
会
貢
献

慈
悲
を
育
み
、
一
佛
両
祖
の
「
み
教
え
」
を
実
践
し
、
共
に
社
会
貢
献

に
寄
与
す
る
事
に
こ
れ
か
ら
も
勤
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

に
寄
与
す
る
事
に
こ
れ
か
ら
も
勤
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。           

           

合
掌
合
掌

・鎮魂慰霊の花火を打ち上げる・鎮魂慰霊の花火を打ち上げる

・
塔
婆
焼
却
供
養
差
定

・
塔
婆
焼
却
供
養
差
定

鼓
鈸
三
通

鼓
鈸
三
通

般
若
心
経

般
若
心
経

点
火
点
火

塔
婆
焼
却

塔
婆
焼
却

回
向
（
普
回
向
）

回
向
（
普
回
向
）

鼓
鈸
三
通

鼓
鈸
三
通

散
堂
散
堂

花
火
花
火



三
月
十
一
日
　
東
日
本
大
震
災
十
三
回
忌
慰
霊
行
脚

三
月
十
一
日
　
東
日
本
大
震
災
十
三
回
忌
慰
霊
行
脚

吉
里
吉
里
　
吉
祥
寺
〜
波
板
海
岸

吉
里
吉
里
　
吉
祥
寺
〜
波
板
海
岸

・波板海岸での慰霊追善法要・波板海岸での慰霊追善法要

海を目指して…海を目指して…　　

・三月十二日   於  吉祥寺・三月十二日   於  吉祥寺

・三月十一日  於  江岸寺　慰霊追善十三回忌法要・三月十一日  於  江岸寺　慰霊追善十三回忌法要

東日本大震災追善供養並び東日本大震災追善供養並び
　東日本大地震追悼施食会　東日本大地震追悼施食会　　

・
東
日
本
大
震
災
発
災
よ
り
十
二
年
の
歳
月
が
流
れ
、

・
東
日
本
大
震
災
発
災
よ
り
十
二
年
の
歳
月
が
流
れ
、

本
年
物
故
者
の
十
三
回
忌
を
迎
え
ま
し
た
。
岩
曹
青
で

本
年
物
故
者
の
十
三
回
忌
を
迎
え
ま
し
た
。
岩
曹
青
で

は
令
和
五
年
三
月
十
日
（
金
）、
釜
石
市

は
令
和
五
年
三
月
十
日
（
金
）、
釜
石
市  

常
楽
寺
様
を

常
楽
寺
様
を

会
場
に
盛
岡
一
九
会
様
の
ご
協
力
の
も
と
「

会
場
に
盛
岡
一
九
会
様
の
ご
協
力
の
も
と
「
東
日
本
大

東
日
本
大

震
災
十
三
回
忌
物
故
者
慰
霊
萬
燈
供
養
法
要
」
が
勤
修

震
災
十
三
回
忌
物
故
者
慰
霊
萬
燈
供
養
法
要
」
が
勤
修

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　
法
要
の
大
導
師
を
常
楽
寺
住
職

　
法
要
の
大
導
師
を
常
楽
寺
住
職  

藤
原
育
夫
老
師
に
お

藤
原
育
夫
老
師
に
お

勤
め
い
た
だ
き
、
厳
か
な
空
気
の
中
で
参
列
者
一
同
、

勤
め
い
た
だ
き
、
厳
か
な
空
気
の
中
で
参
列
者
一
同
、

未
曾
有
の
災
害
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
の
安

未
曾
有
の
災
害
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
御
霊
の
安

寧
と
被
災
地
の
更
な
る
復
興
を
祈
念
し
ま
し
た
。
引
き

寧
と
被
災
地
の
更
な
る
復
興
を
祈
念
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
に
常
楽
寺
法
堂
前
に
て
経
木
塔
婆
の
焼
却
供
養
を

続
き
に
常
楽
寺
法
堂
前
に
て
経
木
塔
婆
の
焼
却
供
養
を

執
り
行
い
、
最
後
に
は
鎮
魂
慰
霊
を
願
い
花
火
が
打
ち

執
り
行
い
、
最
後
に
は
鎮
魂
慰
霊
を
願
い
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
一
日
に
は
各
地
で
法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
釜
石
市

　
十
一
日
に
は
各
地
で
法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
釜
石
市  

常
楽
寺
様
・
大
槌
町

常
楽
寺
様
・
大
槌
町  

江
岸
寺
様
の
慰
霊
法
要
に
随
喜
し
、

江
岸
寺
様
の
慰
霊
法
要
に
随
喜
し
、

大
槌
町

大
槌
町  

吉
祥
寺
様
で
は
寺
院
か
ら
、
被
害
の
大
き
か
っ

吉
祥
寺
様
で
は
寺
院
か
ら
、
被
害
の
大
き
か
っ

た
吉
里
吉
里
町
内
を
経
て
、
波
板
海
岸
へ
の
慰
霊
行
脚

た
吉
里
吉
里
町
内
を
経
て
、
波
板
海
岸
へ
の
慰
霊
行
脚

に
参
加
し
ま
し
た
。

に
参
加
し
ま
し
た
。

十
二
日
に
は
吉
祥
寺
様
に
て
、
午
前
中
に
海
野
岩
曹

十
二
日
に
は
吉
祥
寺
様
に
て
、
午
前
中
に
海
野
岩
曹

青
会
長
導
師
の
も
と
追
善
施
食
会
、
午
後
か
ら
は
高
橋

青
会
長
導
師
の
も
と
追
善
施
食
会
、
午
後
か
ら
は
高
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追
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追
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た
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は
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教
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悲
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あ
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し
み
の
中
に
あ
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よ
う
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向
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合
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け
る
か
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々
青
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来
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々
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ば
な
ら
な
い
事
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思
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に
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め
な
け
れ
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と
感
じ
た
三
日
間
で
し
た
。

に
努
め
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
三
日
間
で
し
た
。



令和4年
期日 内容 場所

令和 4 年 4 月 11 日 令和 4 年度岩手県曹洞宗青年会　通常総会 盛岡市 つなぎ温泉ホテル紫苑、オンライン
令和 4 年 4 月 26 日 仏法興隆はなまつり　千僧法要 奈良県 東大寺大仏殿、オンライン
令和 4 年 5 月 10 日 全国曹洞宗青年会評議員会　定例総会 東京都 曹洞宗檀信徒会館
令和 4 年 6 月 1 日 東北地区曹洞宗青年会連絡協議会　定例幹事会 弘前市 ホテルニューキャッスル
令和 4 年 6 月 8 日 第 2 回理事代議員会 盛岡市 久昌寺様
令和 4 年 6 月 曹青通信『いわて』113 号発行

令和 4 年 7 月 19 日
第 56 回みちのく緑蔭禅のつどい（参禅会）

第 1 回教養セミナー　講師　正法寺山主老師
『両祖の思い〜伝光録から学ぶ〜』

奥州市 正法寺様

令和 4 年 9 月 27 日 第 3 回理事代議員会 盛岡市 セレモニーホール岩手、オンライン
令和 4 年 11 月 22 日 全国曹洞宗青年会臨時評議委員会　　　　　　　　　　　東京都 曹洞宗檀信徒会館
令和 4 年 11 月 26 日 第 47 回曹洞宗青年会東北地方集会「宮城大会」　　　　　　　　　　石巻市 マルホンマキアートテラス
令和 4 年 11 月 30 日 教区懇親会（2 教区、フットサル） 盛岡市 盛岡体育館
令和 4 年 12 月 9 日 歳末助け合い寒風托鉢（第 10 教区） 遠野市 大慈寺様

令和 4 年度　岩手県曹洞宗青年会事業経過報告

令和 4 年度　岩手県曹洞宗青年会決算報告書
収入の部 自：令和 4 年 4 月 1 日至：令和 5 年 3 月 31 日   単位：円

項目 予算額 決算額 増▲減 摘要
前年度繰越金 828,662 828,662 0
会費 1,811,000 1,767,000 ▲ 44,0007,000 円× 221 件、10,000 円× 22 件
助成金 100,000 100,000 0曹洞宗岩手県宗務所様より
雑収入 338 21,058 20,720受取利子 16 円、全曹青事業協力金 20,000 円、特別会計端数調整 1,042 円
合計 2,740,000 2,716,720 ▲ 23,280

項目 課目 予算額 決算額 増▲減 摘要
事業費 事業費 1,200,000 641,469 ▲ 558,531緑蔭禅 109,085 円、教養セミナー 176,274 円、教区懇親会 22,740 円、

寒風托鉢 50,000 円、震災供養法要 183,370 円、震災慰霊花火 100,000 円
広報費 400,000 207,204 ▲ 192,796曹青通信関係費 192,904 円、インターネット年間契約料 14,300 円
助成金 100,000 0 ▲ 100,000イーハトーブ幼稚園助成金（送金保留中）
小計 1,700,000 848,673 ▲ 851,327

事務費 通信費 150,000 146,306 ▲ 3,694郵券、メール便等、振込手数料
消耗品費 80,000 89,801 9,801封筒代、領収書、事務用品等
事務局費 80,000 80,000 0事務局手当 80,000 円
小計 310,000 316,107 6,107

会議費 会議費 120,000 119,233 ▲ 767役員会、理事代議員会、監査、総会
旅費 170,000 140,000 ▲ 30,000会議交通費補助 70,000 円、全曹青出向手当 70,000 円
負担金 145,000 145,000 0東北地協会費 50,000 円全曹青会費 85,000 円（85 名× 1,000 円）

東北地協ストックヤード維持費 10,000 円
公用費 100,000 80,000 ▲ 20,000献香料、香資
小計 535,000 484,233 ▲ 50,767

雑費 120,000 62,808 ▲ 57,192慶弔電報 4,191 円、会費振込手数料 28,617 円
年会費超過支払分返金 30,000 円 (3,000 円× 2、7,000 円× 2、10,000 円× 1）

予備費 75,000 0 ▲ 75,000
合計 2,740,000 1,711,821 ▲ 1,028,179

令和5年
令和 5 年 2 月 16 日 第 2 回教養セミナー　法要研修「萬燈会」 盛岡市 久昌寺様
令和 5 年 3 月 10 日 東日本大震災慰霊萬燈供養法要 釜石市 常楽寺様
令和 5 年 3 月 11 日・12 日 東日本大震災慰霊復興祈願法要随喜 釜石市 常楽寺様、大槌町 江岸寺様、吉祥寺様

総収入 2,716,720 円－ 総支出 1,711,821 円 ＝　1,004,899 円
次年度繰越金　　1,004,899円　　

岩手県曹洞宗青年会　会計　深澤 俊道　

支出の部
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よ
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。
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に
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に
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れ
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様
で
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事
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た
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き
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し
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。
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東
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本
大
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災
で
犠
牲
に
な
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れ
た
物
故
者
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の
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迎
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の
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迎
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追
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追
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を
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萬
燈
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萬
燈
供

養
会
を
厳
か
に
修
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
要
後

養
会
を
厳
か
に
修
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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を
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。
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【令和 5 年度　岩手県曹洞宗青年会事業計画】

【令和 5 年度　岩手県曹洞宗青年会予算】

令和5年
期日 内容 場所

令和 5 年 4 月 1 日 令和 4 年度会計監査　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛岡市　久昌寺様
令和 5 年 4 月 14 日 令和 5 年度　岩手県曹洞宗青年会　通常総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盛岡市　つなぎ温泉ホテル紫苑
令和 5 年 4 月 26 日 仏法興隆はなまつり　千僧法要 奈良県　東大寺様
令和 5 年 4 月 曹青通信『いわて』114 号発行
令和 5 年 5 月 19 日 全国曹洞宗青年会評議員会　定例総会 東京都　宗務庁檀信徒会館
令和 5 年 5 月頃 東北地区曹洞宗青年会連絡協議会　常任幹事会
令和 5 年 6 月頃 第 2 回理事代議委員会　　　
令和 5 年 7 月頃　　　 第 57 回みちのく緑蔭禅のつどい　　　　　　　 奥州市　正法寺様
令和 5 年 8 月頃 曹青通信『いわて』115 号発行
令和 5 年 9 月頃 第 1 回教養セミナー　　　　　
令和 5 年 10 月頃 教区懇親会　　　　　　　　　　　　　　　　第 3 教区担当
令和 5 年 10 月 20 日 第 48 回曹洞宗青年会東北地方集会「青森大会」　　            青森市
令和 5 年 11 月頃 全国曹洞宗青年会臨時評議委員会　　　　　　　　　　　東京都　宗務庁檀信徒会館
令和 5 年 12 月頃 歳末助け合い寒風托鉢 第 11 教区担当
令和6年
令和 6 年 2 月頃　　 第 2 回教養セミナー
令和 6 年 3 月頃 東日本大震災物故者慰霊法要随喜
令和 6 年 3 月頃 曹青通信『いわて』116 号発行

収入の部 単位：円
項目 前年度 本年度 増▲減 摘要

前年度繰越金 828,662 1,004,899 176,237
会費 1,811,000 1,811,000 0 正会員 87 名、賛助会員 146 名、顧問 18 名
助成金 100,000 100,000 0 曹洞宗岩手県宗務所様より
雑収入 338 4,101 3,763 受取利子
合計 2,740,000 2,920,000 180,000
支出の部

項目 課目 前年度 本年度 増▲減 摘要

事業費 事業費 1,200,000 1,200,000 0
緑蔭禅補助　450,000 円、寒風托鉢補助　50,000 円、

教養セミナー　450,000 円、教区懇親会補助　50,000 円、
会員名簿制作費　200,000 円、　他

広報費 400,000 400,000 0 曹青通信関連費、ドメイン契約料　25,080 円、
インターネット関連費　14,300 円、

助成金 100,000 200,000 100,000 イーハトーブ幼稚園助成金（昨年度分上乗せ）
小計 1,700,000 1,800,000 100,000

事務費 通信費 150,000 150,000 0 郵券、メール便等、振込手数料
消耗品費 80,000 80,000 0 コピー用紙、封筒代、領収書、事務用品等
事務局費 80,000 80,000 0 事務局手当　80,000 円
小計 310,000 310,000 0

会議費 会議費 120,000 200,000 80,000 役員会、理事代議員会、監査、総会
旅費 170,000 170,000 0 会議交通費補助　100,000 円、全曹青出向補助　70,000 円
負担金 145,000 150,000 5,000東北地協会費 50,000 円、全曹青会費 87,000 円（87 名× 1,000 円）

東北地協ストックヤード維持費 10,000 円、他
公用費 100,000 100,000 0 献香、祝賀等
小計 535,000 620,000 85,000

雑費 120,000 150,000 30,000
予備費 75,000 40,000 ▲ 35,000 不足課目充当
合計 2,740,000 2,920,000 180,000

【令和 4 年度　岩手県曹洞宗青年会特別会計（災害支援基金）】

収入 297,182 円 ー 支出 30,000 円 = 267,182 円　　267,182 円は次年度へ繰越し

【令和 4 年度　頒布係　収支決算報告】

収入の部 単位 : 円 支出の部 単位 : 円
項目 決算額 摘要 項目 決算額 摘要

繰越金 852,172 前年度より 通信費 10,610 送料
頒布金 128,500 回向本 1,500 円× 51 冊 雑費 0 

1,300 円× 40 冊 備品費 488 梱包代
送料 3,200 合計 11,098 
雑収入 8 受取利子等
合計 983,880 ※令和 4 年度　回向本残り　　463 冊

収入 983,880 円 ー 支出 11,098 円 ＝ 972,782 円　　972,782 円は次年度へ繰越し

【令和４年度　岩手県曹洞宗青年会会計一覧】
令和 5 年 3 月 31 日現在　　単位 : 円

種別 金額 摘要
ゆうちょ銀行総合通帳 1,977,681 一般会計　1,004,899 円

頒布係          972,782 円
特別会計 3,647,026 東北大会準備基金

267,182 災害支援基金
担保定額郵便貯金 1,465,000 預け日令和 5 年 3 月 31 日

289,857 預け日平成 26 年 6 月 20 日
626,694 預け日平成 27 年 3 月 24 日

緊急災害援助金 69,069 預け日平成 25 年 3 月 11 日
岩手銀行普通預金 1,000 イーハトーブ幼稚園送金用口座
合計 8,343,509 

収入の部 単位 : 円 支出の部 単位 : 円
項目 決算額 適要 項目 決算額 適要

繰越金 297,180 前年度より 活動費 0 
雑収入 2 受取利子 雑費 30,000 3/11 慰霊法要献香料
合計 297,182 （常楽寺様、江岸寺様、吉祥寺様）

合計 30,000 

　令和４年度岩手県曹洞宗青年会の会計監査を実施した結果、適正に処理
されておりましたことを報告いたします。
令和５年 4 月２日

【監査報告】

※但し各項目間の流用を認める

監　事　　村井 弘典　　監　事　　岩舘 道宏
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